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前時で行うサークル対'話は,子どもたちがーつの輪になって座り,生活の中で見つけたことや感じた

こと,興味をもったことなどを語・り合い,聴き合う学習活動である。 4月の頃は,りラックス Lて話す
ことと,友だちの話を聞くことを詮那哉Lてサークル対話の場を作ってきた。当初は,後ろを向いて自分

の世界に入ってしまう子もいたが,少Lずつ話が朋けるようになってきた。

5月下旬から,子どもたちが発表したことを文に表す活動を始めた。「自分が話Lたことが文になる」
ことが,書き表すことの動心曼づけになると考えたからである。とはいえ, tべての発表を取り」二げるの

は難しい。そこで,発表された話題から一番よかったものをーつ選び,その内容を板書し,子どもたち

と声に出して読みながら,発表者の伝えたいことが表されるように文章にし(共同打松御最後にノート

に視写する流れで行っている。ノートに視写する際は,子どもたちが思い思いに挿絵を入れ,レイアウ
トをぢぇながらまとめている。この活動を始めると子どもの発表が劇的に変わり,発表する内容にあ0

たモノが持ち込まれることで視党的に理解できたり,印常の出来事力靖舌されることが増えて聴き手が自

分の経験からイメージしやすくなったりしたので島る。こうして,少しずつ語・られることぱや表現が豊

かになり,自分たちの発表が学びにつながっているという意識を持ち始めてきた。

そして2学期からは,共同"鮮攻して仕上げた文章の題名を皆で芳えている。題名をつけるためには,

どノνな話であ0たか,話し手が一番伝えたいことが何かをつかむことが大如である。題名を者えること

を通して,話の中心を考えるようになり,文全体の桜所戈も考えるようにな0てきた。

現在,共同推敲の学習は,①淡字やひらがなの表記②文章の句読点③文章の表し方の順で進めている。
場合によっては,順序が前後tることもあるが,子どもたちが話L合いやすいように論点を絞るように

心力辺ナている。また,板冉量も内容や文章の質によって哥騒啓Lて進めている。特に,②句読点を毒える

ことを通して,意味をぢぇながら読点をうつようにな1ク,それが意味で段落を捉える力を育て,段落稱

成を老える学習にもつながっている。1じ同推敲の最後は,題名を考えている。これは,話し手が一番伝

えたいことが何か,話の中心をつかむことが大切である。題名を胃えることで,肉然と話の中心を意識
できるようになっている。このような学習を通して,自分が伝えたいことが表現できる子どもを目指L

て学びをつくっていきたいとぢぇている。

この学級では,早ヤ゛剣砦からことぱを別のことぱに置き換える,文迂を言い換えることも好ゾνで行う

傾向がある。これらは,「00くノνの発表Lたときにやったんだけど・・・」と発言しながら出されること

も多く,子どもたちは過去の発表や共同推敲をよぐ臆えていて,エピソード記憶として発表と学びが紐

ついている。こうした活動を通して,子どもたちは語られることぱや表現が豊かになってくるとともに,
サークル対話が学びになっているという有用感ももてている。

3 学習指導計画(帯単元 3学期14時間目/全20時問)※毎時間の流れ

0前日に選ぱれた話題を,板帯する。

0全文を読んだ後,文字・句読点・文章全般に分けて,抓播女をtる。

0全文推敲後,お話に合う題名を老える。

0打毎技した文章をノー Hこ視写し,文章に合う絵を添えて仕上げる。
4 本時の学習について

(1)本時のねらい

発表者の伝えたいことを廟示哉しながら,よりよいことぱや表現を考える。

(2)予想される本時の展開

0聯は手に伝えることを玉砺確して話す。発表者の伝えたいことを考えながら聴き,1心答する。
0発表者の伝えたいことを鳶爺哉しながら共同打凱孜し,よりよいことばや表現を芳える。
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1 選ばれた発表を共同推敲する

①文字(ひらがな・カタカナ
②令Ⅱ北点
③文章全般

2 推敲した文章の題名を芳える
3 推敲した文章を視写tる

主な学習活動と子どもの姿

0発表者の表したいことに寄り添うことを大切にして打邦技tる。

漢字)1 ・発表の際の質疑なども思い出Lながら進める。
'ー"ーーー泌,"ー"11 める。(文字の訂正,句読点の検討,文章全般)

10文の内容に合うことを意識Lながら,題を考えて選ぶ。0推敲した文章を丁'寧に書くことと文章にあ洲会を添えて,ノー
Nこ悦写する。
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